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   Ｈ０２Ｋ   3/30     (2006.01)
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   Ｈ０１Ｂ   3/42     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｋ    3/30     　　　　
   Ｈ０２Ｋ    3/38     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｂ    3/42     　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｂ    3/30     　　　Ｍ
   Ｈ０１Ｂ    3/42     　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｆ    5/06     　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成27年12月10日(2015.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絶縁被膜された導線により形成されるコイルを備え、
　前記コイルが、基材不飽和ポリエステル樹脂および／または基材ビニルエステル樹脂と
、基材ラジカル重合性単量体と、前記絶縁被膜された導線の前記絶縁被膜との接着能を有
するラジカル重合性単量体（以降、接着能ラジカル重合性単量体）と、光ラジカル重合開
始剤と、を含む樹脂組成物によって被覆されることを特徴とする回転電機用部材。
【請求項２】
　請求項１に記載の回転電機用部材において、
　前記コイルが、単一種類の前記樹脂組成物のみによって被覆されることを特徴とする回
転電機用部材。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の回転電機用部材において、
　前記樹脂組成物に含まれる、前記接着能ラジカル重合性単量体が、熱潜在性イソシアネ
ート基を有するラジカル重合性単量体であることを特徴とする回転電機用部材。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか一項に記載の回転電機用部材において、
　前記樹脂組成物が、アルキルボランおよび／またはアルコキシアミン誘導体をさらに含
むことを特徴とする回転電機用部材。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の回転電機用部材を用いたことを特徴とする回転電
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機。
【請求項６】
　基材不飽和ポリエステル樹脂および／または基材ビニルエステル樹脂と、
　基材ラジカル重合性単量体と、
　絶縁被膜された導線の前記絶縁被膜との接着能を有するラジカル重合性単量体（以降、
接着能ラジカル重合性単量体）と、
　光ラジカル重合開始剤と、を含むことを特徴とする樹脂組成物。
【請求項７】
　請求項６に記載の樹脂組成物において、
　前記接着能ラジカル重合性単量体が、熱潜在性イソシアネート基を有するラジカル重合
性単量体であることを特徴とする樹脂組成物。
【請求項８】
　請求項６または７に記載の樹脂組成物において、
　アルキルボランおよび／またはアルコキシアミン誘導体をさらに含むことを特徴とする
樹脂組成物。
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